

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます


このたび私の古希に際しましては　ご丁重なるご祝詞ならびに結構なお祝いの品を賜り　誠に有難く厚く御礼申し上げます


大過なくこの年を迎えられましたのも　ひとえに皆様方のご厚情の賜物と改めて感謝申し上げる次第でございます


つきましては　ささやかではございますが　内祝いの品をお送り申し上げましたので、ご受納いただければ幸いでございます


なお　今後とも一層のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます


まずは略儀ながら書中にて御礼申し上げます　　　　　　　　敬　具


　　令和○○年三月　吉  日





第 一 商 事 株 式 会 社


会　　長　　白　石　紀　男


〒　‐　 東京都千代田区神田司町○―○―○


電　話　〇三（○○○○）○○○○
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